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二
〇
一
二
年

 

後
半
の
出
来
事
 

 
八
月
十
四
日
、
十
一
時
よ
り
雲
林
寺
本
堂
に
て
大
施
食
会
が
と
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
法
要
前
に
ム
ジ
カ
ド
マ
ー
ニ
の
皆
様
に

「
日
本
の
夏
の
歌
」
を
テ
ー
マ
に
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
し
て
頂
き
ま

し
た
。
法
要
に
は
多
く
の
檀
信
徒
の
皆
様
に
お
集
ま
り
頂
き
、
御
先

祖
様
の
精
霊
へ
御
供
養
し
て
頂
き
ま
し
た
。
 

  
九
月
二
十
三
日
、
長
野
原
老
人
ク
ラ
ブ
主
催
の
物
故
者
供
養
が
本

堂
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
法
要
で
は
雲
林
寺
梅
花
講
員
の
皆
様
に
新

亡
精
霊
供
養
御
和
讃
を
奉
詠
し
て
頂
き
ま
し
た
。
 

  
十
一
月
二
十
八
日
、
不
動
大
橋
の
た
も
と
に
移
転
し
た
上
湯
原
不

動
堂
の
落
慶
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
お
堂
は
新
た
に
建
築
さ
れ
ま
し

た
が
中
に
鎮
座
す
る
不
動
明
王
や
石
仏
等
は
そ
の
ま
ま
高
台
に
移
さ

れ
ま
し
た
。
住
職
導
師
の
も
と
四
〇
名
く
ら
い
の
方
に
ご
参
列
頂
き

ま
し
た
。

 

 

11月28日上湯原不動堂の落慶式 ９月23日長野原老人クラブ主催物故者法要式 

 施食会ミニコンサート   

 
 

 

 
 
 
 

 

【
総
代
】
 

（

護
持
会
長
）

萩
原
昭
朗
 

（

副
会
長
）
 

櫻
井
芳
樹
 
 

（

会
計
）
 
 

長
谷
川
誠
 
山
口
次
夫
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

宮
崎
昭
央
 
野
口
敏
幸
 
 

 
 
 
 
 
 
 

田
村
守
 
黒
岩
元
 
櫻
井
輝
久
 

【
世
話
人
】
 

（

長
野
原
）
 

安
斉
た
け
 
市
川
儀
一
 

 
 
 
 
 
 
 

黒
岩
範
一
 
黒
岩
保
男
 
宮
崎
広
保
 
 

 
 
 
 
 
 
 

山
口
喜
正
 
湯
本
定
由
 
山
崎

男
 
 

（

大
津
）
 

 
浅
見
良
雄
 
市
村
由
紀
夫
 
 

 
 
 
 
 
 
 

小
林
喜
一
郎
 
櫻
井
敏
雄
 
 

 
 
 
 
 

 

塩
野
英
介
 
湯
本
茂
 
吉
澤
功
 
 

（

羽
根
尾
）
 

黒
岩
進
※

 
櫻
井
守
夫
 
山
口
義
秋
 
 

（

与
喜
屋
）
 

萩
原
富
夫
 
 

（

横
壁
）
 

 
金
子
茂
雄
 
 

（

林
）
 
 

 
小
林
寛
 
篠
原
憲
一
 
篠
原
忠
秋
 
 

（

川
原
湯
・

川
原
畑
）
 

 

豊
田
清
※

 
 
 

（

北
軽
井
沢
）

青
木
博
文
 

新
井
晴
吉
 

土
屋
満
州
夫
※

 

 
 
 
 
 

 
 

小
林
一
雄
 

清
水
忠
雄
 

清
水
素
彦
 
 

 
 
 
 
 
 

宮
田
満
※
 

吉
田
昇
※
 

柳
沢
豊
※
 

  
 
 
※
昨
年
よ
り
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
豊
田
さ
ん
に
 
 

 
 
は
川
原
畑
も
兼
任
し
て
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

 

 
 
 
世
話
人
さ
ん
紹
介
は
今
回
お
休
み
致
し
ま
す
。
 

平成２５年（201３年）厄年早見表 
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二
月
三
日
夜
七
時
よ
り
本
堂
に
て
祈

祷
が
始
ま
り
ま
す
。
厄
年
の
方
は
是
非
厄

払
い
の
祈
祷
を
お
申
込
み
下
さ
い
。
祈
祷

料
弐
千
円
、
祈
祷
料
記
念
品
付
参
千
五
百

円
に
な
り
ま
す
。

 

  

 

 

 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 
 

 
 
 

 

 
 

 

 
第
五
十
五
回
梅
花
流
群
馬
県
記
念
奉
詠
大
会
が
平
成
二
十
四
年
十
一
月
二
十
二

日
、
桐
生
市
市
民
文
化
会
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

 
本
年
は
五
年
に
一
度
の
節
目
の
記
念
大
会
に
当
り
ま
す
。
こ
の
間
に
亡
く
な
ら

れ
た
講
員
様
（
雲
林
寺
で
は
五
名
）
の
追
悼
法
要
を
営
み
哀
悼
の
ま
こ
と
を
捧
げ

ま
し
た
。
ま
た
、
記
念
奉
詠
大
会
バ
ッ
ヂ
図
案
応
募
者
の
篠
原
禮
子
さ
ん
、
山
崎

ト
シ
ヨ
さ
ん
に
は
最
優
秀
賞
は
惜
し
く
も
逃
し
た
も
の
の
優
秀
賞
を
頂
く
こ
と
が

で
き
、
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
 

 
今
年
の
大
会
奉
詠
曲
は
太
祖
常
済
大
師
瑩
山
禅
師
影
向
御
和
讃
と
そ
の
第
一
番

御
詠
歌
で
す
。
難
し
い
と
さ
れ
る
曲
で
は
あ
り
ま
す
が
会
場
の
皆
様
か
ら
お
褒
め

の
言
葉
を
頂
き
安
心
す
る
と
同
時
に
一
気
に
力
が
抜
け
た
よ
う
な
感
じ
が
致
し
ま

し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
「
金
子
み
す
ゞ
歌
物
語
」
と
い
う
こ
と
で
ソ
プ
ラ

ノ
歌
手
の
外
山
し
の
ぶ
さ
ん
の
美
し
い
歌
声
と
朗
読
で
つ
づ
ら
れ
、
会
場
内
が
み

す
ゞ
の
世
界
に
引
き
込
ま
れ
て
ゆ
く
の
が
分
か
る
よ
う
な
気
が
致
し
ま
し
た
。
 

 
 
 
 
 

 
 講

員
さ
ん
募
集
中
で
す
！
 

 
雲
林
寺
で
は
毎
月
２
回
２
時
間
程
度
ご
詠
歌
（
梅
花
流
）
の
会
が
ご
ざ
い
ま
す
。

参
加
費
無
料
。
ご
詠
歌
は
、
ご
供
養
の
気
持
ち
を
心
温
ま
る
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
の
せ

て
歌
い
ま
す
。
初
め
て
の
方
で
も
是
非
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

新
入
講
員
さ
ん
紹
介
 

 
小
笠
原
明
代
さ
ん
（
与
喜
屋
）
 
鷹
野
慶
子
さ
ん
（
草
津
町
）
 

 
 

黒
澤
節
子
さ
ん
（
草
津
町
）
 
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
 

 
 雲

林
寺
梅
花
講
会
長
に
篠
原
禮
子
さ
ん
 

 
十
一
月
よ
り
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
 
 

 12月８日 釈尊成道会の様子         

８月14日大施食会法要   
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第
四
回
雲
林
寺
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
参
加
し
て
 

 
 
 

 

 

 
 

 

 
 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

黒
岩
文
夫
 

 
平
成
二
十
四
年
一
〇
月
八
日
体
育
の
日
に
、
お
寺
さ
ん
主
催
の

コ
ン
ペ
に
誘
わ
れ
、
今
ま
で
な
か
な
か
都
合
が
つ
か
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
今
回
初
め
て
参
加
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
当
日

は
天
候
に
も
恵
ま
れ
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
で
、
総
代
さ
ん
を
は
じ

め
多
く
の
檀
家
さ
ん
方
も
参
加
さ
れ
賑
や
か
な
コ
ン
ペ
に
な
り
ま

し
た
。
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
も
、
お
顔
を
拝
見
し
た
こ
と
の
あ
る

方
が
多
く
安
心
い
た
し
ま
し
た
。
場
所
も
草
津
高
原
ゴ
ル
フ
場
と

何
回
か
来
た
こ
と
の
あ
る
場
所
だ
け
に
親
し
み
も
わ
き
ま
し
た
。

肝
心
な
ス
コ
ア
も
、
普
段
と
変
わ
ら
な
い
よ
う
な
ス
コ
ア
で
し
た

が
、
楽
し
く
回
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
 

 
私
に
と
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
こ
と
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
イ
ン

の
十
八
番
の
あ
の
深
い
谷
越
え
の
コ
ー
ス
で
、
今
ま
で
何
回
も
谷

越
え
が
で
き
ず
、
力
ん
で
は
谷
に
落
と
し
て
い
た
の
で
す
が
、
今

回
初
め
て
谷
越
え
が
で
き
た
こ
と
で
す
。
そ
の
意
味
で
記
念
す
べ

き
コ
ン
ペ
に
な
り
ま
し
た
。
何
は
と
も
あ
れ
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

楽
し
く
で
き
た
こ
と
に
お
寺
さ
ん
を
は
じ
め
総
代
さ
ん
方
に
感
謝

申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
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昨
年
十
二
月
に
、
斉
木
石
材
工
業
（
中
之
条
町
）
の

斉
木
利
明
様
よ
り
御
寄
付
頂
き
ま
し
た
。
是
非
ご
覧
下

さ
い
。
 

だ
る
ま
 

 １１月２２日 梅花流群馬県記念奉詠大会         

し
ょ
う
ろ
う
ど
う
 

 本年も引き続き第５回を10月

14日（月・祝）の体育の日に予

定しております。 

 過去参加者にはおハガキにて

通知させて頂きます。過去に参

加されていない皆様にも多数の

ご参加お待ち申し上げます。 

http://unrinji.jiin.com/
http://unrinji.jiin.com/




二
〇
一
二
年

後
半
の
出
来
事
 

  
十
月
二
十
八
日
よ
り
恒
例
の
曹
洞
宗
第
六
教
区
主
催
に
よ

る
団
体
参
拝
親
睦
旅
行
が
ご
ざ
い
ま
し
た

 

 
今
回
は
国
宝
瑞
龍
寺
と
総
持
寺
祖
院
参
拝
を
中
心
に
能
登

半
島
を
巡
り
ま
し
た

天
候
に
も
恵
ま
れ

ま
た
第
六
教
区

永
林
寺

應
永
寺

常
林
寺

泉
龍
寺

無
量
院

林
昌

寺

の
護
持
会
皆
様
と
交
流
を
図
る
良
い
旅
行
と
な
り
ま
し

た

 
 

  
十
一
月
二
四
日

川
原
畑
共
同
墓
地
聖
観
音
慰
霊
碑
建
立

式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た

こ
の
聖
観
世
音
は
全
長
約
八
ｍ
七

〇
㎝
に
な
り
ま
す

約
八
〇
名
の
方
が
お
集
ま
り
に
な
り

当

山
住
職

應
永
寺
住
職
に
よ
り
開
眼
法
要
が
行
わ
れ
ま
し
た
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第
四
回
雲
林
寺
親
睦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
に
 


